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平
成
28
年　

知
事
新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ

兵
庫
創
生
に
挑
む兵

庫
県
知
事

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
急
速
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
、
世
界
で

は
地
域
紛
争
が
激
化
す
る
一
方
で
、
国
境
を
超
え
た
経
済

の
一
体
化
が
進
展
し
て
い
ま
す
。
内
外
と
も
変
化
の
激
し

い
今
、
兵
庫
に
お
い
て
も
、
新
た
な
発
展
の
枠
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
秋
、
本
県
は
、
五
年
間
の
地
域
創
生
戦
略
を
策
定
し

ま
し
た
。
今
後
五
十
年
で
百
万
人
以
上
の
人
口
減
少
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
少
子
化
と
高
齢
化
も
年
々
進
行
し
ま
す
。

そ
の
中
で
も
兵
庫
が
活
力
を
保
ち
、
将
来
へ
の
希
望
を
持

て
る
地
域
を
目
指
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、

地
域
の
多
様
な
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
ふ
る
さ
と

兵
庫
を
愛
す
る
人
々
と
と
も
に
、「
安
全
安
心
で
元
気
な

ふ
る
さ
と
兵
庫
」
を
創
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

第
一
は
、
安
全
安
心
の
確
保
。
安
全
こ
そ
が
県
民
生
活

と
社
会
経
済
活
動
の
基も

と
い

で
す
。
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か

ら
防
災
・
減
災
対
策
を
進
め
、
危
機
に
強
い
地
域
を
創
り

ま
す
。
ま
た
、
医
療
、
福
祉
の
更
な
る
充
実
に
よ
り
、
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　

第
二
は
、
多
彩
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
。

女
性
、
若
者
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
一
層
の
社
会
参
加
を

促
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
子
育
て
環
境
の
整
備
や
、

個
性
を
伸
ば
す
教
育
に
努
め
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
自
己

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

第
三
は
、
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
。
科
学
技
術
基

盤
を
活
か
し
た
新
産
業
の
創
出
、
大
都
市
近
郊
を
活
か
す

農
林
水
産
業
の
確
立
な
ど
、
産
業
の
競
争
力
強
化
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
高
速
道
路
網
の
整
備
、
広
域
観
光
圏

の
形
成
な
ど
に
よ
り
、
内
外
と
の
交
流
の
拡
大
に
つ
な
げ

ま
す
。

　

未
来
は
、
私
た
ち
の
手
で
変
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
た
め
、
戦
略
で
は
、
自
然
増
や
社
会
増
対
策
を
行

う
と
と
も
に
、
人
口
が
減
る
中
で
も
実
質
的
な
経
済
成
長

を
実
現
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
地
域
、
地
域

の
持
つ
多
様
な
資
源
を
活
か
し
つ
つ
、
兵
庫
と
し
て
の
ま

と
ま
り
を
発
揮
す
る
「
多
様
性
と
連
携
」
を
基
本
に
、
皆

さ
ん
と
共
に
挑
み
ま
す
。「
兵
庫
創
生
」
に
向
け
て
、
さ

あ
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

各
地
域 

資
源
を
活
か
し
連
携
し

�

め
ざ
す
は
兵
庫
の
新
し
い
展
開
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年
頭
挨
拶

新
春
を
迎
え
て

一
般
社
団
法
人 

兵
庫
県
治
山
林
道
協
会　

会
長

衆
議
院
議
員

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
、
新
し
い
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
協
会
の
業
務
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、
格

別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

地
震
大
国
、
火
山
大
国
と
呼
ば
れ
る
日
本
列
島
は
、
東

か
ら
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
に
、
ま
た
南
か
ら
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

海
プ
レ
ー
ト
に
押
さ
れ
、
世
界
で
も
有
数
の
地
震
と
活
火

山
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
解
放
さ
れ
る
地
域
に
位
置
し
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
も
ま
た
全
国
各
地
で
地
震
が
発
生
し
、
火
山
活
動

で
は
、
６
月
の
口
永
良
部
島
、
７
月
の
箱
根
山
大
涌
谷
周

辺
、
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
は
桜
島
、
阿
蘇
山
と
列
島

各
地
で
活
発
な
噴
火
活
動
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
毎

年
の
よ
う
に
恒
常
的
に
起
こ
る
豪
雨
災
害
も
発
生
し
、
特

に
９
月
に
は
台
風
18
号
か
ら
変
わ
っ
た
温
帯
低
気
圧
が
各

地
に
大
雨
を
降
ら
せ
、
茨
城
県
常
総
市
で
は
利
根
川
水
系

鬼
怒
川
の
堤
防
決
壊
に
ま
で
及
び
、
大
災
害
を
発
生
さ
せ

た
映
像
は
私
た
ち
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
衷
心

よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

兵
庫
県
に
お
い
て
も
一
昨
年
、
丹
波
市
な
ど
を
中
心
に

多
く
の
箇
所
で
山
地
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
当
協
会
で

は
、
被
災
直
後
か
ら
復
旧
計
画
の
策
定
や
復
旧
工
事
の
現

場
管
理
業
務
等
を
県
や
丹
波
市
当
局
と
の
協
力
の
下
、
復

旧
に
向
け
、
鋭
意
努
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

わ
が
国
は
豪
雨
等
に
よ
る
気
象
災
害
に
常
習
的
に
襲
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
未
曾
有
の
集
中
豪
雨
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

国
土
を
強
く
、
か
つ
し
な
や
か
に
し
、
ま
た
兵
庫
県
の

「
第
２
次
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
５
箇
年
計
画
」
を

着
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
地
域
の
安
全
・
安
心

に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
国
に
お
い
て
は

来
年
度
に
初
め
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
会
を
財
源
と
し
た
森
林

整
備
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
計
画
的
な
事
業
推
進
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、

治
山
・
林
道
関
係
事
業
の
予
算
確
保
に
し
っ
か
り
と
努
力

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（3） 平成28年1月7日



平
成
二
十
七
年
度　

林
業
賞
受
賞
者

兵
庫
県
林
務
課

平
成
二
十
七
年
度
農
林
水
産
祭
参
加

全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事

　
「
平
成
２７
年
度
農
林
水
産
祭
参
加
全
国

林
業
経
営
推
奨
行
事
」
賞
状
伝
達
贈
呈
式

が
平
成
２７
年
１１
月
２０
日
に
東
京
都
に
お
い

て
執
り
行
わ
れ
、
兵
庫
県
か
ら
推
薦
し
た
、

「
生
栖
生
産
森
林
組
合
（
代
表
小
林
温

氏
）」
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

■
農
林
水
産
大
臣
賞

生
栖
生
産
森
林
組
合
（
宍
粟
市
）

　

生
栖
生
産
森
林
組
合
は
、
い
ち
早
く
森

林
経
営
計
画
を
樹
立
し
、
搬
出
間
伐
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
周
囲
の
森
林
所
有
者

に
も
働
き
か
け
る
な
ど
施
業
の
集
約
化
を

進
め
、
よ
り
効
率
的
な
森
林
施
業
を
展
開

す
る
ほ
か
、
丈
夫
で
壊
れ
に
く
い
道
づ
く

り
の
た
め
の
研
修
会
を
県
と
協
力
し
て
開

催
す
る
な
ど
、
森
林
施
業
と
道
づ
く
り
に

お
け
る
模
範
と
な
る
優
良
な
団
体
で
す
。

■
主
な
ご
功
績

「
低
コ
ス
ト
か
つ
高
品
質
な

し
い
た
け
栽
培
技
術
の
確
立
と

販
路
開
拓
へ
の
貢
献
」

　

森
本
好
宣
氏
は
、
昭
和
40
年
か
ら
し

い
た
け
栽
培
に
携
わ
り
、
先
進
地
調
査

や
研
究
を
重
ね
、
発
生
時
期
を
集
中
さ

せ
な
い
な
ど
独
自
の
菌
床
栽
培
技
術
を

確
立
し
た
ほ
か
、
菌
床
製
造
施
設
の
共

同
整
備
に
も
尽
力
さ
れ
、
低
コ
ス
ト
か

つ
高
品
質
な
し
い
た
け
栽
培
の
実
現
に

大
き
く
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

淡
路
市
舟
木

�

森
本　

好
宣
氏

■
主
な
ご
功
績

「
優
れ
た
伐
木
造
材
技
術
に

基
づ
く
森
林
資
源
の
適
正
管
理
と

後
継
者
育
成
へ
の
貢
献
」

　

井
上
信
良
氏
は
長
年
に
わ
た
り
適
切

な
保
育
施
業
を
実
施
し
、
高
い
目
利
き

能
力
に
よ
る
選
木
と
丁
寧
で
高
度
な
造

材
、
運
材
に
よ
り
森
林
所
有
者
か
ら
厚

い
信
頼
を
得
る
な
ど
、
林
業
技
術
の
実

践
と
普
及
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
組
合
の
若
手
職
員
等
に

対
し
て
も
積

極
的
に
技
術

指
導
を
行
い

技
術
の
継
承

に
努
め
る
な

ど
後
継
者
育

成
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

多
可
郡
多
可
町

�

井
上　

信
良
氏

■
主
な
ご
功
績

「
搬
出
間
伐
に
お
け
る

作
業
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
と

流
通
コ
ス
ト
の
低
減
へ
の
貢
献
」

　

八
木
数
也
氏
は
、
昭
和
50
年
か
ら
木

材
業
に
携
わ
り
、
素
材
生
産
者
と
し
て

早
く
か
ら
高
性
能
林
業
機
械
導
入
や
高

密
度
な
路
網
整
備
を
進
め
る
な
ど
、
搬

出
間
伐
の
作
業
シ
ス
テ
ム
改
善
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
各
地

か
ら
の
現
地

視
察
や
研
修

会
の
開
催
を

通
じ
、
搬
出

間
伐
の
効
率

化
シ
ス
テ
ム

の
普
及
に
貢

献
さ
れ
ま
し

た
。

宍
粟
市
一
宮
町

�

八
木　

数
也
氏
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治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
の
紹
介

　

平
成
２７
年
１１
月
１９
日　

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
、
ホ

テ
ル　

ル
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
日
本
林
道
協
会
通
常
総

会
の
後
に
、
一
般
社
団
法
人
日
本
治
山
治
水
協
会
・
日
本

林
道
協
会
主
催
に
よ
る
平
成
２７
年
度
治
山
・
林
道
コ
ン
ク

ー
ル
の
受
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
兵
庫
県
で
は

次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

１
．
第
３１
回
民
有
林
治
山
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞
に
㈲
マ
ツ
モ
ト
が
輝
く

　

対
象
工
事
は
平
成
２６
年
度
発
注
の
「
県
単
独
緊
急
防
災

事
業
」
で
、
工
事
場
所
は
多
可
町
加
美
区
熊
野
部
、
工
事

内
容
は
谷
止
工
１
基
及
び
流
路
工
で
あ
る
。
現
場
は
人
家

背
面
の
不
安
定
な
場
所
で
あ
り
、
創
意
工
夫
に
よ
り
優
れ

た
施
工
能
力
を
発
揮

し
た
。
特
に
、
厳
し

い
現
場
条
件
の
も
と
、

現
場
管
理
・
安
全
管

理
を
徹
底
し
て
行
う

と
と
も
に
、
現
地
の

仕
上
げ
作
業
や
、
地

元
へ
の
対
応
に
も
細

か
い
配
慮
を
行
い
、

工
事
を
事
故
、
ト
ラ

に
堆
積
し
た
土
砂
の
撤
去
等
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
地

域
に
貢
献
し
、
現
場
の
仕
上
げ
も
丁
寧
で
美
し
い
こ
と
な

ど
が
評
価
さ
れ
た
。

３
．
第
１６
回
民
有
林
林
道
木
材
使
用
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
林
道
協
会
長
賞
に
朝
来
農
林
振
興
事
務
所
が
輝
く

　

対
象
工
事
は
平
成
２５
年
度
「
森
林
管
理
道
整
備
事
業
」

で
、
路
線
は
森
林
管
理
道
「
粟
鹿
山
線
」（
８ – 

２
工
区
）、

工
事
場
所
は
朝
来
市
山
東
町
与
布
土
地
内
で
、
切
土
法
面

が
砂
質
土
の
箇
所
に
お
い
て
木
材
使
用
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
林
道
法
面
下
部
に
丸
太
伏
工
を
施
工
し
た
も
の
で
あ

る
。
施
工
後
の
切
土
工
及
び
丸
太
伏
工
の
状
況
は
良
好
で
、

降
雨
や
融
雪
に
よ
る
侵
食
は
見
ら
れ
ず
、
上
部
の
植
生
は

順
調
で
あ
る
が
、
丸

太
伏
工
に
よ
り
視
距

は
十
分
確
保
さ
れ
て

い
る
。
木
材
使
用
量

は
、
丸
太
伏
工
、
木

製
視
線
誘
導
標
、
木

製
横
断
工
、
仮
設
板

柵
工
を
併
せ
て
、
３５

・
３
立
方
メ
ー
ト
ル

と
な
っ
て
い
る
。

ブ
ル
な
く
完
成
さ
せ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

２
．
第
３１
回
民
有
林
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

林
野
庁
長
官
賞
に
㈱

山
本
組
が
輝
く

　

対
象
工
事
は
平
成

２５
年
度
「
森
林
基
幹

道
開
設
事
業
」
で
、

路
線
は
森
林
基
幹
道

「
須
留
ヶ
峰
線
」、
工

事
場
所
は
朝
来
市
佐

嚢
地
内
。
施
工
管
理

体
制
が
適
切
で
、
創

意
工
夫
し
た
提
案
に

よ
り
適
切
に
対
処
し

た
。
日
常
の
出
来
形
、

品
質
の
管
理
が
適
切

で
、
工
事
記
録
写
真

等
の
整
備
も
良
好
で

あ
っ
た
。
加
え
て
、

既
設
林
道
の
路
面
補

修
や
台
風
・
豪
雨
等

に
よ
り
資
材
搬
入
路
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平
成
27
年
実
験
装
置
利
用
に
よ
る

�

普
及
啓
発
活
動
の
状
況

　

毎
年
、
兵
庫
県
、
各
市
町
主
催
の
防
災
訓
練
・
小
学
校
の
防
災
学
習
に
当
協
会
が
所
有

す
る
土
石
流
実
験
装
置
・
降
雨
装
置
・
３
Ｄ
映
像
装
置
を
活
用
し
て
“
出
前
講
座
”
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
、
児
童
に
見
学
を
い
た
だ
き
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
事

業
に
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
12
月
末
現
在
の
活
動
実
績
は
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
回
数
18
回
、
30
日

間
で
約
７
２
０
０
名
の
方
々
に
見
学
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
主
な

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

詳
細
Ｈ
・
Ｐ
ア
ド
レ
ス
：http://w

w
w

.chisanrindou.jp/inform
ation/report/

index.htm
l

　ラジオ関西との協賛で実施しています。食べ物ブースも多く出
展され見学者も多く活気のあるイベントです。� 見学者：500名

　芦屋市の防災訓練には毎年出展させていただき地域の方々に見
学をしていただいております。� 　見学者：500名　抽選会で豪華賞品がゲット�出来ることもあり毎年凄いにぎわ

いです。� 見学者：500名

10月11日（日）
ひょうご木材フェアー：兵庫県木材業協同組合主催
神戸ハーバーランド

７月５日（日）
芦屋市防災訓練：芦屋市消防局主催　岩園小学校

9月27日（日）
三木市防災フェステバル：三木市消防局主催
三木防災公園陸上競技場

　治山関係の経験豊富な兵庫県・市職員のＯＢ方々に見学をいた
だきました。� 見学者：30名

７月８日（水）
山地災害情報協力員：光都農林振興事務所主催
JAハリマ

　消防実技訓練の真剣さが大変良く伝わってきました。そんな中
で実験を見学いただきました。� 見学者：500名

7月19日（日）
第44回消防救助技術近畿地区大会：神戸市消防局
主催 神戸学院大学ポートアイランドキャンパス

　全国から集結したレスキュー隊のエキスパート通称＂オレンジ＂
部隊の迫力を目の当たりにしました。� 見学者：300名

8月29日（土）
第44回全国消防救助技術大会：神戸市消防局主催
神戸学院大学ポートアイランドキャンパス
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　小学校裏山で実際に施工されている堰堤を見ながら実験を行い
ました。大変わかりやすいと好評でした。� 見学者：30名

　兵庫県井戸知事の開会あいさつで始まりました。悪天候にも関
わらず多くの方に見学いただきました。� 見学者：100名

10月14日（水）
伊水小学校防災学習：龍野土木事務所
宍粟事業所主催 伊水小学校裏山

　新鮮な食材を購入される方で毎年多くの方々が来られる人気の
イベントです。見学者も多く大忙しです�� 見学者：500名

10月17（土）・18日（日）
第36回農林漁業祭：兵庫県治山課主催
明石公園千畳敷

　昭和51年９月の台風による＂山津波＂が発生して甚大な被害
が発生した地域です。小学校も埋まりました。� 見学者：50名

10月27日（火）
下三方小学校防災学習：光都農林振興事務所主催
下三方小学校

　ヘリコプターによる救助訓練は迫力がありました。そんな中
での土石流実験を分かりやすく説明しました。
� 見学者：100名

11月1日（日）
宍粟市防災訓練：宍粟市消防防災課主催
山崎西小学校

　地域の方々が参加してのイベントです。日頃の消防の訓練の様
子、仕事内容を知ってもらう内容でした。� 見学者：300名

　はしご車の実演があり真っ青な空にはしごが延びていく感じが
すごく良かったです。3D映像も人気でした。� 見学者：500名

11月1日（日）
小野市防災フェスタ：小野市消防局主催
小野市防災センター

11月3日（火）
加古川市防災訓練 ： 加古川市消防局主催
グリーンプラザ別府

11月8日（日）
ひょうご森の祭り：兵庫県豊かな森づくり課主催
上郡町

　３Ｄ映像を見た子供たちは、ワ
ァ�キャ�と飛び出す映像に好評
でした�� 見学者：100名

　猪名川町は毎年熱心に校区ごと
に訓練をされています。親子の連
携がいいですね。�見学者：100名

11月28日（日）
猪名川町防災訓練：
猪名川町危機管理室主催
楊津小学校

11月14日（土）
猪名川町防災訓練：
猪名川町危機管理室主催
大島小学校

（7） 平成28年1月7日



「
六
甲
山
の
災
害
展 

２
０
１
５
」の
開
催

農
政
環
境
部
治
山
課
、
神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー
六
甲
治
山
事
務
所
・
神
戸
土
木
事
務
所

夏
休
み
防
災
未
来
教
室 

（
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
）

１
．
は
じ
め
に

　

大
都
市
に
隣
接
す
る
六
甲
山
で
は
、
昔
か
ら
幾
度
と
な

く
、
豪
雨
や
地
震
に
よ
り
、
土
砂
災
害
等
が
発
生
し
て
お

り
、
以
前
よ
り
治
山
ダ
ム
等
の
施
設
整
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
近
年
の
異
常
な
気
象
条
件
下
で
は
、
土
砂

災
害
の
発
生
す
る
確
率
が
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
平
成
27
年
７
月
の
台
風
第
11
号
に
お
い
て
、
神

戸
市
内
約
11
万
人
に
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
避

難
者
は
約
２
７
０
人
と
危
機
意
識
や
避
難
の
あ
り
方
等
の

課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
行
政
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
や

広
報
誌
等
を
通
じ
て
、
危
険
情
報
や
災
害
時
の
避
難
行
動

等
の
発
信
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
県
民
の
理
解
度

や
行
動
力
に
は
温
度
差
が

あ
り
、
改
め
て
減
災
対
策

の
困
難
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
今
年
度
の

災
害
展
は
、
夏
休
み
の
８

月
11
日
か
ら
23
日
ま
で
13

日
間
開
催
し
、
来
場
さ
れ

た
方
と
一
緒
に
パ
ソ
コ
ン

を
操
作
す
る
な
ど
、
対
話

型
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま

し
た
。

２
．
防
災
意
識
の
向
上

　

い
ざ
と
い
う
時
は
、
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
、
危
険

な
場
所
を
知
り
、
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
防
災

の
第
一
歩
で
す
。
会
場
に
設
置
し
た
パ
ソ
コ
ン
で
、
実
際

に
「
Ｃ
Ｇ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
来
場
者
に
操
作
し
て
も

ら
い
、
自
宅
周
辺
の
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
を
調
べ
た

り
、
避
難
判
断
に
役
立
つ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
観
測
情
報
の

閲
覧
操
作
を
実
践
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
操
作
終
了
後
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
「
Ｃ

Ｇ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
登
録
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

３
．
体
験
装
置

　

土
石
流
の
発
生
等
の
仕
組
み
が
３
Ｄ
映
像
で
見
ら
れ
る

『
３
Ｄ
立
体
映
像
装
置
び
っ
く
り
館
』
と
ジ
オ
ラ
マ
で
土

石
流
を
再
現
す
る『
土
石
流
実
験
装
置
』の
実
演
は
今
年
も

大
変
人
気
が
あ
り
、
３
Ｄ
の
立
体
映
像
と
音
響
の
大
迫
力

に
は
、
土
石
流
の
恐
ろ
し
さ
を
リ
ア
ル
に
体
感
で
き
る
と

好
評
で
し
た
。
平
成
26
年
の
広
島
災
害
や
丹
波
災
害
の
報

道
を
思
い
出
し
な
が
ら
、「
家
の
近
く
に
は
、
同
じ
よ
う

な
山
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
土
石
流
の
怖
さ
が
わ
か
っ
た
」

と
来
場
者
の
方
々
は
興
味
深
く
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

４
．
お
わ
り
に

　

来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
来
場
し
た

神
戸
市
民
の
約
40
％
か
ら
「
避
難
場
所
を
知
ら
な
か
っ

た
」、
若
し
く
は
「
自
分
の
い
る
地
域
に
避
難
勧
告
が
出

て
い
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
か
っ
た
」
と
回
答
を
得
ま
し

た
。
行
政
か
ら
の
情
報
を
、
県
民
一
人
一
人
に
伝
え
る
こ

と
が
い
か
に
難
し
い
の
か
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

減
災
対
策
は
、
即
効
性
の
あ
る
施
設
整
備
と
は
異
な

り
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
理
解
し
て
、
行
動
し
て
初
め
て
効

果
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
の
開
催
か
ら
、
国
土
交
通

省
近
畿
地
方
整
備
局
六
甲
砂
防
事
務
所
、
神
戸
市
建
設
局

も
参
画
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
六
甲
山
に
関
わ
る
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、
防
災
、
減
災
に
つ
い
て
、
理
解

し
や
す
く
、
実
際
の
避
難
行
動
に
反
映
し
て
も
ら
え
る
よ

う
普
及
啓
発
活
動
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

展示会場の状況

避難所を調べる小学生

賑わう３Ｄ立体映像装置

熱心に観察する子供たち
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千
種
川
を
の
ぞ
む
里
山
林「
上
郡
森
林
体
験
の
森（
上
郡
町
）」で

「
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
２
０
１
５
」を
開
催

農
政
環
境
部
環
境
創
造
局
豊
か
な
森
づ
く
り
課

　

兵
庫
県
、
上
郡
町
、（
公
社
）
兵
庫
県
緑
化
推
進
協
会

の
主
催
に
よ
る
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
２
０
１
５
」
が
、

上
郡
町
で
は
じ
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１１
月
８
日（
日
）、
都
市
部
近
郊
に
あ
っ
て
、
豊
か
な
自

然
を
有
す
る
上
郡
森
林
体
験
の
森（
上
郡
町
）に
お
い
て
、

「
つ
な
ご
う
次
代
へ
豊
か
な
自
然
～
み
ん
な
で
守
ろ
う
水

と
森
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
会
場
内
で
は
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
催
さ
れ
、
県
下
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
約
３
千
５
百
人

の
県
民
が
、
森
に
親
し
み
、
森
の
大
切
さ
を
体
験
し
な
が

ら
「
県
民
総
参
加
に
よ
る
森
づ
く
り
」
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
県
警
音
楽
隊
の
元
気
な
プ
ロ
ロ
ー
グ
演
奏
が
は

じ
ま
る
と
、
秋
雨
で
霞
ん
で
い
た
会
場
は
一
気
に
明
る
く

な
り
、
式
典
が
始
ま
る
頃
に
は
雨
も
止
み
ス
テ
ー
ジ
は
華

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

各
種
表
彰
に
続
き
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
連
絡
協

議
会
の
活
動
報
告
や
上
郡
緑
の
少
年
団
に
よ
る
元
気
い
っ

ぱ
い
の
宣
誓
、
ま
た
、
今
年
は
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

ウ
に
極
め
て
高
い
抵
抗
性
を
持
つ
ア
カ
マ
ツ
の
苗
木
「
播

磨
の
緑
」
３
本
が
知
事
か
ら
少
年
団
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
県
猟
友
会
の
協
力
に
よ
り
キ
ジ
が
放
鳥
さ
れ
、

引
き
続
き
開
催
を
記
念
し
、
井
戸
兵
庫
県
知
事
、
遠
山
上

郡
町
長
に
よ
り
、
県
の
木
「
ク
ス
ノ
キ
」
と
町
の
木
「
ツ

バ
キ
」
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
地
元
で
千
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る

「
山
野
里
高
嶺
神
社
」
に
伝
わ
る
獅
子
舞
を
披
露
、
チ
ェ

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
作
品
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
続
き
、
地
元
の

偉
人
・
大
鳥
圭
介
検
定
認
定
式
、
県
立
上
郡
高
等
学
校
生

徒
に
よ
る
吹
奏
楽
、
箏
曲
、
コ
ー
ラ
ス
の
演
奏
、
そ
し
て

上
郡
町
か
ら
次
期
開
催
地
の
洲
本
市
へ
「
の
ぼ
り
の
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
」
と
ス
テ
ー
ジ
で
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
で
は
、
間
伐
材
を
用
い
た
ク
ラ
フ
ト
づ
く
り
、

地
元
の
名
物
料
理
の
紹
介
や
販
売
な
ど
多
彩
な
出
展
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
や
高
性
能
林
業
機
械
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ま
た
、
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
擬
似
狩
猟
体
験
）
を
体
験
す
る
な
ど
、

自
然
の
な
か
で
実
際
に
楽
し
み
な
が
ら
身
体
を
動
か
し
森

の
再
生
や
循
環
を
学
ぶ
、
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
県

民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
上
郡
町
連
合
自
治
会
や
山
野
里
区

自
治
会
か
ら
約
40
名
、
上
郡
高
校
の
生
徒
２
１
０
名
と
あ

わ
せ
て
２
５
０
名
も
の
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

来
年
は
１１
月
６
日(

日)

、「
大
浜
公
園
及
び
三
熊
山
洲
本

城
跡
周
辺
」(

洲
本
市
海
岸
通)

で
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ

り
２
０
１
６
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
と
は
ま
た
違
っ
た
、
ク
ロ
マ
ツ
が
映
え
る
白
砂
青

松
の
海
岸
の
会
場
で
、
背
景
の
国
指
定
史
跡
「
洲
本
城

跡
」
を
頂
く
三
熊
山
と
そ
の
周
辺
の
貴
重
な
自
然
を
有
す

る
里
山
林
の
魅
力
を
体
感
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
、
お
友
達
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

お
越
し
下
さ
い
。

表彰【兵庫県林業労働功労者ほか】

播磨の緑贈呈【上郡町緑の少年団】

シューティング・シミュレーター

木工クラフト

高性能林業機械デモンストレーション

土砂災害実験装置
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林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
基
礎
研
修
の
開
催

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

１
．
は
じ
め
に

　

平
成
26
年
８
月
の
丹
波
豪
雨
で
は
多
く
の
人
家
、
道
路
、

河
川
等
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
、
林
業
の
基
盤
で
あ
る

林
道
に
も
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

林
道
は
、生
活
へ
の
直
接
的
な
影
響
が
少
な
い
等
の
理

由
で
被
害
の
把
握
や
そ
の
復
旧
は
、優
先
度
が
低
い
状
況

に
あ
り
、ま
た
、市
町
職
員
の
災
害
対
応
経
験
や
人
員
不

足
等
が
復
旧
を
困
難
に
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。そ

し
て
、災
害
時
に
は
、行
政
、測
量
・
設
計
事
業
者
、各
種
団

体
の
技
術
者
が
一
斉
に
忙
し
く
な
り
余
裕
が
な
く
な
り
ま

す
。こ
の
た
め
、県
・
市
町
等
が
そ
れ
ぞ
れ
管
理
す
る
林

道
は
、
管
理
者
が
主
体
的
に
復
旧
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
少
な
く
と
も
、
災
害
復
旧
制
度
の
知
識
、
い
つ

ま
で
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
期
限
、
提
出
書
類

な
ど
、
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、
市
町
の
担
当

者
を
対
象
に
基
礎
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
．
研
修
内
容

　

平
成
27
年
９
月
11
日
（
金
）

県
姫
路
総
合
庁
舎
で
開
催
し
、

47
名
（
県
・
22
市
町
・
関
係
団

体
の
実
務
者
）
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
午
前
の
部
で
は
、
県

の
担
当
者
が
県
内
の
林
業
情
勢

や
林
道
の
必
要
性
、
林
道
施
設
災
害
復
旧
制
度
の
あ
ら
ま

し
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
午
後
の
部
で
は
、
林
野
庁
の
災

害
査
定
官
か
ら
、
災
害
査
定
時
の
留
意
事
項
な
ど
の
実
践

的
な
内
容
の
講
習
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
継

続
開
催
に
つ
い
て
強
い
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
今
回
開
催
し
た
基
礎
研
修
に
加
え
、
現
地

測
量
や
査
定
設
計
書
の
作
成
な
ど
、
よ
り
実
践
的
な
研
修

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

３
．
林
道
を
災
害
か
ら
守
る
重
要
性

　

こ
れ
ま
で
に
県
内
で
、
29
市
町
に
１
２
５
４
路
線
、

１
８
０
０
㎞
（
平
成
26
末
現
在
）
の
林
道
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
１
時
間
降
水
量
80
㎜
以
上
の
観
測
回
数
は
明
確

に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
県
内
の
木
材
生
産

量
は
、
平
成
18
年
に
16
万
㎥
ま
で
減
少
し
ま
し
た
が
、
平

成
22
年
度
の
「
兵
庫
木
材
セ
ン
タ
ー
」
の
稼
働
、
さ
ら
に

は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
向
け
に
未
利
用
木
材
の
活
用

も
始
ま
り
、
昨
年
に
は
32
万
㎥
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。
今

後
43
万
㎥
の
目
標
に
向
け
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の

活
性
化
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

木
材
を
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で
き
る
林
道
は
、
今
後
一
層
そ

の
重
要
性
を
増
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

４
．
終
わ
り
に

　

木
材
需
要
の
急
激
な

変
化
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
既
設
林
道
の
適

切
な
維
持
管
理
や
災
害

か
ら
の
早
期
復
旧
が
必

要
で
す
。
県
で
は
、
当

研
修
の
ほ
か
、
地
域
や

林
業
関
係
者
等
に
よ
る

広
域
的
な
相
互
支
援
体

制
に
つ
い
て
も
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

0 100 200 300 400

台風11号
災害

8月豪雨
災害

台風19号
災害

計

（百万円）

被害額

H26　林道施設災害

申請額
査定額

林野庁査定官による講習

熱心に聴講する各担当者 復旧した八木谷・大谷線（養父市）

県内林道の管理主体別路線数等

管理主体 路線数 延長（㎞）

県営林道 12 219

市町営林道

（29市町合計）
1,211 1,550

その他（森林組合等） 31 31

計 1,254 1,800

第39号 （10）兵庫の治山・林道と森林整備



平
成
26
年
８
月
豪
雨
災
害

丹
波
市
に
お
け
る
災
害
復
旧
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

　

ま
た
、
林
道
施
設
災
害
に
お
い
て
も
、
７
路
線
に
つ
い

て
国
の
災
害
査
定
を
受
け
、
復
旧
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

３
．
災
害
発
生
か
ら
１
年
を
経
過
し
て

　

平
成
27
年
12
月
末
現
在
、
県
営
治
山
事
業
は
、
災
害
関

連
緊
急
治
山
事
業
を
は
じ
め
と
し
て
40
箇
所
全
て
に
つ
い

て
工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
う
ち
８
箇
所
が
完
成
し
ま
し

た
。
ま
た
市
営
治
山
事
業
に
お
い
て
も
、
28
箇
所
の
全
て

に
お
い
て
工
事
を
進
め
て
お
り
、
う
ち
20
箇
所
が
完
成
す

る
な
ど
、
順

調
に
復
旧
工

事
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

集
落
裏
山

で
の
治
山
ダ

ム
の
整
備
や

山
腹
工
事
が

進
む
こ
と
で
、

被
災
森
林
の

復
旧
と
県
土

の
安
全
の
確

保
へ
の
取
り

組
み
が
目
に
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
営
林
道
事
業
で
は
、
７
路
線
の
全
て
に
お
い
て
工
事

に
着
手
し
、
う
ち
４
路
線
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

４
．
終
わ
り
に

　

災
害
復
旧
事
業
は
、
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
引
続

き
、
事
業
の
早
期
完
了
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
本
県
で

は
、
当
災
害
を
踏
ま
え
て
平
成
26
年
度
に
拡
充
し
た
「
第

２
次
山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
５
箇
年
計
画
」
の
進
捗

を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
本
年
度
、
治
山
ダ
ム
の
整
備
計

画
を
前
倒
し
し
、
山
地
災
害
の
未
然
防
止
を
図
り
、
県
土

の
安
全
の
確
保
を
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

１
．
は
じ
め
に

　

平
成
26
年
８
月
豪
雨
に
よ
り
丹
波
市
に
お
い
て
甚
大
な

山
地
等
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
県
や
市
は
、
二
次
災

害
防
止
の
た
め
、
応
急
対
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
復
旧

事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
災
害
発
生
か

ら
一
年
を
経
過
し
た
丹
波
市
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。

２
．
治
山
・
林
道
事
業
の
災
害
復
旧
計
画
に
つ
い
て

　

人
家
等
へ
の
影
響
の
あ
る
１
０
４
箇
所
の
崩
壊
地
に
つ

い
て
は
、
治
山
事
業
で
68
箇
所
（
県
と
市
の
協
議
に
よ
り

対
応
箇
所
を
調
整
）、
砂
防
事
業
で
36
箇
所
対
応
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

治山・林道事業に係る災害復旧事業
事業別 箇所数

【県営】治山事業

災害関連緊急治山事業等 12箇所

県単独事業 28箇所

県営小計 40箇所

【市営】治山事業

県単独補助事業 ６箇所

市単独事業 22箇所

【市営】林道事業

林道施設災害復旧事業 ７箇所

市営小計 35箇所

治山事業 68箇所

林道事業 7箇所

合　　計 75箇所

集落を土砂災害から守る治山ダム
（丹波市市島町徳尾字風呂ノ奥）

路肩が崩壊した林道の復旧
相原線（丹波市市島町）

法面が崩壊した林道の復旧
上道線（丹波市青垣町）

集落裏山の山腹崩壊地の復旧
（丹波市市島町上鴨阪字曼田良）

集落裏山で工事が進む治山ダム
（丹波市市島町上竹田字浄光庵地区）
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林
業
の
仕
事
Ｐ
Ｒ
活
動
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

（
公
財
）
兵
庫
県
営
林
緑
化
労
働
基
金

　

平
成
27
年
度
の
林
務
課
の
新
規
事
業
（
県
単
事
業
）
で

あ
る
「
林
業
の
仕
事
Ｐ
Ｒ
活
動
事
業
」
を
去
る
11
月
26
日

に
県
立
山
崎
高
等
学
校
、
12
月
４
日
に
県
立
山
の
学
校
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
林
業
の
次
代
を
担
う
と
期
待
さ
れ
る
林

業
関
係
の
高
校
生
等
を
対
象
に
、
林
業
で
働
く
こ
と
へ
の

興
味
や
関
心
を
喚
起
さ
せ
、
林
業
へ
の
就
業
が
進
路
選
択

の
一
つ
と
な
る
よ
う
な
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い

う
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
今
年
度
は
、
①
本
県
の
林
業
の

概
要
や
課
題
の
説
明
、
②
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
高
性
能
林
業
機
械
に

よ
る
間
伐
作
業
シ
ス
テ

ム
」
の
上
映
、
③
指
導

員
と
し
て
招
い
た
両
校

の
先
輩
等
に
よ
る
林
業

の
職
場
や
林
業
の
仕
事

へ
の
思
い
な
ど
の
紹
介

並
び
に
生
徒
達
と
の
意

見
交
換
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

山
崎
高
等
学
校
で
は
、
森
林
環
境
科
学
科
の
２
年
生
26

名
を
対
象
に
、
林
務
課
か
ら
林
業
の
概
要
等
を
説
明
し
た

後
、
森
林
科
学
・
林
産
加
工
・
測
量
の
三
つ
の
コ
ー
ス
に

分
か
れ
、
生
徒
の
司
会
進
行
の
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ー
ス
を
専
門
と
す
る
指

導
員
に
よ
る
林
業
の
職

場
や
仕
事
の
紹
介
、
指

導
助
言
者
と
し
て
参
加

さ
れ
た
先
生
を
中
心
に
、

意
見
交
換
会
が
熱
心
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
の
学
校
で

は
、
14
名
の
生
徒
に
加
え
、「
高
等
学
校
教
員
10
年
経
験

者
研
修
」
の
一
環
と
し
て
11
名
の
先
生
が
参
加
さ
れ
、
同

校
に
在
籍
し
た
３
名
の
先
輩
を
中
心
に
３
班
に
分
か
れ
て
、

熱
心
に
林
業
の
職
場
紹
介
や
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、
生

徒
は
も
と
よ
り
、
林
業
関
係
以
外
の
先
生
方
に
も
最
近
の

林
業
と
い
う
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

６
名
の
先
輩
達
が
指
導
者
と
し
参
加
し
た
両
校
の
意
見

交
換
会
で
は
、
指
導
者
が
就
職
先
を
選
ん
だ
理
由
は
何
か
、

生
徒
が
何
故
こ
の
学
校
に
入
学
し
た
の
か
、
現
時
点
で
の

将
来
の
就
職
先
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と

な
ど
林
業
の
仕
事
以
外
も
含
め
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
終

了
後
に
両
校
の
先
生
か
ら
、「
先
輩
と
後
輩
が
一
緒
に
な

っ
て
こ
う
し
た
話
し
合
い
を
す
る
機
会
は
あ
ま
り
な
か
っ

た
。
来
年
も
是
非
実
施
し
た
い
。」
と
お
聞
き
し
、
そ
れ

な
り
の
成
果
は
あ
っ
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

折
し
も
、
平
成
27
年
４
月
に
農
林
水
産
省
と
文
部
科
学

省
か
ら
知
事
、
教
育
長
宛
て
に
「
農
林
水
産
業
を
学
ぶ
高

校
生
の
就
農
・
就
業
に
向
け
た
人
材
育
成
に
つ
い
て
」
と

い
う
依
頼
通
知
が
あ
り
、
こ
の
中
の
一
つ
の
柱
に
外
部
講

師
に
よ
る
出
前
授
業
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
年
度
初
め
て
実
施
し
た
林
業
の
仕
事
Ｐ
Ｒ

活
動
事
業
は
時
宜
を
得
た
企
画
で
あ
っ
た
と

い
え
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
事
業
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

兵庫県の林業の概要説明
（山崎高等学校）

山崎高等学校部会

山の学校部会

生徒から講師等への謝礼
（山の学校）

第39号 （12）兵庫の治山・林道と森林整備



第
30
回「
ひ
ょ
う
ご
木
材
フ
ェ
ア
」

�

10
月
11
日
㈰
開
催

兵
庫
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会

　

兵
庫
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会
（
林
業
関
係
13
団
体
で

構
成
―
会
長
・
松
野
正
和
）
は
、
平
成
27
年
10
月
11
日

（
日
）、
神
戸
市
中
央
区
の
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
高
浜
岸

壁
周
辺
（
モ
ザ
イ
ク
前
）
に
お
い
て
、「
～
木
材
は
人
と

地
球
に
や
さ
し
い
循
環
資
源
～
『
木
材
を
使
っ
て
、
人
に

健
康
を
、
地
域
に
元
気
を
』」
を
テ
ー
マ
に
、
毎
年
恒
例

の
「
ひ
ょ
う
ご
木
材
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
第
20
回
ラ
ジ
オ
関
西
ま
つ
り
等
と

共
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
延
べ
5
万
5
千
人
が
会
場
に

訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
下
記
の
24
団
体
が
25
ブ
ー
ス
に
出
展
し
ま
し
た

が
、「
木
工
教
室
」
に
は
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
訪
れ
、

例
年
ど
お
り
大
変
好
評
で
、
本
格
的
な
机
や
椅
子
を
製
作

す
る
人
な
ど
で
盛
況
で
し
た
。

　

ま
た
、
木
材
に
文
字
を
書
き
「
カ
ン
ナ
削
り
」
を
す
る

コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
各
ブ
ー
ス
で
の
「
コ
ー
ス
タ
ー
や

サ
イ
コ
ロ
づ
く
り
」、
子
供
達
が
実
際
の
太
さ
の
柱
・

梁
・
桁
等
の
木
材
を
担
い
で
木
造
住
宅
を
組
み
立
て
る

「
子
供
棟
上
げ
体
験
」
な
ど
、
触
れ
て
遊
ん
で
体
験
す
る

コ
ー
ナ
ー
が
子
供
達
を
中
心
に
人
気
を
集
め
た
ほ
か
、
ベ

ン
チ
や
ま
な
板
な
ど
「
木
工
家
具
な
ど
暮
ら
し
の
中
で
使

え
る
木
製
品
」
や
「
木
の
お
も
ち
ゃ
」
の
展
示
・
販
売
な

ど
、
日
曜
日
の
一
日
を
家
族
連
れ
等
で
過
ご
す
多
く
の
参

加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
実
物
大
の
10
分
の
1
の
模
型
に
よ
る
環
境

配
慮
型
在
来
木
造
住
宅
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
」
や
「
木
造
住
宅

の
建
築
部
材
」
の
展
示
、「
木
の
特
性
紹
介
」「
木
造
住
宅

の
良
さ
」「
兵
庫
県
産
木
材
利
用
木
造
住
宅
特
別
融
資
制

度
」
等
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
に
よ
り
「
木
の
良
さ
」
に
つ

い
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
兵
庫
県
で
展
開
し
て
い
る
「
ひ
ょ
う
ご
木
づ
か

い
王
国
」
協
賛
に
よ
る
「
ひ
ょ
う
ご
木
づ
か
い
王
国
ス
テ

ー
ジ
」
で
は
、
農
林
中
央
金
庫
大
阪
支
店
よ
り
「
ひ
ょ
う

ご
木
づ
か
い
王
国
学
校
」
に
県
産
木
材
の
玩
具
・
遊
具
等

の
寄
贈
が
あ
り
、
そ
の
贈
呈
と
知
事
感
謝
状
贈
呈
式
が
開

催
さ
れ
た
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
関
西
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
た
ち

に
よ
る
木
の
大
喜
利
イ
ベ
ン
ト
『
木
点（
も
く
て
ん
）』
が

公
開
生
放
送
さ
れ
、
会
場
が
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
土
砂
災
害

が
多
く
発
生
し
て
い
る
た
め
、「
土
石
流
実
験
装
置
」
で

近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
実
演
し

た
ほ
か
、「
降
雨
体
験
装
置
」
で
雨
の
降
り
方
の
違
い
を

実
演
し
、
土
石
流
に
対
す
る
危
険
性
と
防
災
意
識
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

【「
第
30
回
ひ
ょ
う
ご
木
材
フ
ェ
ア
」の
出
展
者
―
24
団
体
】

㈱
大
野
製
材
所
、
木
原
木
材
店
（
北
は
り
ま
小
径
木
加
工

セ
ン
タ
ー
）、
神
戸
木
材
協
同
組
合
、
宍
粟
市
（
宍
粟
材

推
進
会
議
）、
正
垣
木
材
㈱
、
㈱
谷
垣
、
丹
波
市
木
材
林

産
協
同
組
合
、
日
本
土
地
山
林
㈱
、
ひ
ょ
う
ご
木
づ
か
い

王
国
学
校
、
ひ
ょ
う
ご
木
の
す
ま
い
協
議
会

（K
O

T
O

S

）、（
一
社
）
兵
庫
県
建
築
士
事
務
所
協
会
、

兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
・
農
林
中
央
金
庫
、
兵
庫
県
立

森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
木
材
利
用
部
、（
一
社
）
兵
庫

県
治
山
林
道
協
会
、
兵
庫
県
木
材
青
年
ク
ラ
ブ
、
兵
庫
県

木
材
利
用
推
進
協
議
会
、
兵
庫
県
立
丹
波
年
輪
の
里
、
兵

庫
県
（
林
務
課
・
豊
か
な
森
づ
く
り
課
）、
義
弘
林
業
、

ヨ
ド
プ
レ
㈱
、
ワ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
㈱

【
兵
庫
県
木
材
利
用
推
進
協
議
会
の
構
成
団
体
―
13
団
体
】

（
一
社
）
兵
庫
県
林
業
会
議
、
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
、

兵
庫
県
木
材
業
協
同
組
合
連
合
会
、（
一
社
）
兵
庫
県
治

山
林
道
協
会
、
兵
庫
県
公
有
林
野
協
議
会
、
兵
庫
県
水
源

林
造
林
協
議
会
、（
公
社
）
兵
庫
み
ど
り
公
社
、
兵
庫
県

林
業
協
会
、
兵
庫
県
林
業
改
良
普
及
協
会
、
兵
庫
県
木
材

青
年
ク
ラ
ブ
、
ひ
ょ
う
ご
木
の
す
ま
い
協
議
会
、
県
産
木

材
供
給
促
進
協
議
会
、
木
づ
か
い
推
進
協
議
会

ひょうご木材フェアの様子

兵庫県産材合板の展示 木点（もくてん）

子供棟上げ体験

親子木工教室

土石流実験装置の実演

カンナ削り

積み木遊び

木だま遊び
県産木材製品寄贈・
知事感謝状贈呈式

（13） 平成28年1月7日



は
じ
め
に

　

広
大
な
播
磨
平
野
を
中
心
と
し
た
兵
庫
県
の
瀬
戸
内
海

を
囲
む
地
域
は
瀬
戸
内
気
候
と
言
わ
れ
る
温
暖
で
雨
の
少

な
い
地
域
で
す
。
こ
の
た
め
古
く
よ
り
農
業
潅
漑
用
水
と

し
て
多
く
の
た
め
池
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
回
は
谷
池

と
呼
ば
れ
る
山
間
部
で
多
く
見
ら
れ
る
た
め
池
の
生
き
物

を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
皿
池
と
呼
ば
れ
る
平
野
部

に
存
在
す
る
池
に
生
息
す
る
生
き
物
を
紹
介
し
ま
す
。

皿
池
と
は

　

前
回
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、
兵
庫
県
内
に
は
少
な
く

な
っ
た
と
は
言
う
も
の
の
全
国
一
の
４
万
余
り
の
た
め
池

が
あ
り
、
淡
路
島
や
東
播
磨
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
皿
池

は
平
野
部
に
多
く
周
囲
を
堤
で
囲
み
底
を
掘
り
下
げ
て
造

ら
れ
た
池
で
、
川
や
ダ
ム
か
ら
用
水
路
を
経
て
水
が
貯
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
般
に
谷
池
よ
り
規
模
が
大
き
く
、
県

下
最
大
の
稲
美
町
加
古
大
池
、
最
古
の
稲
美
町
天
満
大
池

も
皿
池
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
周
囲
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
ら
れ
、
植
物
が
ほ
と
ん
ど
無
い
池
も
多
く
、
こ

の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
生
き
物
の
姿
も
あ
ま
り
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
散
策
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
池
も
多
く
、
た
め
池

め
ぐ
り
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
夏
の
炎
天
下
で
は
日
陰
も
少
な

く
あ
ま
り
奨
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

外
来
種
に
つ
い
て

　

外
来
種
の
定
義
は
様
々
な
説
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に

は
明
治
時
代
以
降
に
人
為
的
に
国
内
に
持
ち
込
ま
れ
、
自

力
で
繁
殖
し
、
世
代
を
繰
り
返
し
て
い
る
生
物
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
温
暖
化
等
に
よ
り
人
為
に
頼
ら

ず
分
布
を
広
げ
て
い
る
鳥
や
蝶
な
ど
は
外
来
種
と
は
言
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
や
ク
サ
ガ
メ
な
ど
、

江
戸
時
代
以
前
に
外
国
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る

生
物
も
外
来
種
に
含
め
な
い
の
が
一
般
的
で
す
。
現
在
の

皿
池
と
そ
の
周
辺
で
見
ら
れ
る
草
本
植
物
の
大
半
は
外
来

種
で
占
め
ら
れ
、
ブ
タ
ナ
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
な
ど
は
特
に
目
立
ち
ま
す
。
私
が
子
供
の

頃
、
近
く
の
た
め
池
や
小
川
に
タ
モ
網
を
持
っ
て
出
か
け

る
と
、
網
の
中
に
は
メ
ダ
カ
や
フ
ナ
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
ミ

ズ
ス
マ
シ
、
タ
イ
コ
ウ
チ
、
ヤ
ゴ
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

な
ど
が
ご
く
普
通
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
50
年

後
の
今
、
同
じ
こ
と
を
し
て
も
こ
れ
ら
の
生
き
物
は
ほ
と

ん
ど
入
り
ま
せ
ん
。
外
来
種
の
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
さ
え

も
減
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
池
の
中
は
外
見
で
は

な
か
な
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
目
に
つ
く
の
は
ミ
シ
シ
ッ

ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、
ブ

ル
ー
ギ
ル
な
ど
外
来
種
ば
か
り
で
す
。
唯
一
、
紅
白
や
金

色
の
も
の
が
混
ざ
っ
て
い
る
も
の
の
コ
イ
は
よ
く
見
か
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
て
、
50
年
後
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
興
味
は
あ
り
ま
す
が
私
は
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
外
来
種
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

森
と
水
辺
の
生
き
物
を
訪
ね
て（
６
）

　
　

皿
池
の
自
然
と
外
来
種�

佐
藤
邦
夫

県下最大のため池である稲美町の加古大
池には様々な環境が見られ、散策コース
も整備されているため、手軽に自然観察
ができる場所となっている。

食用ガエルとも言い、食用として輸入養
殖されていたものが逸出したと言われて
いる。動くものは何でも食べるが、各地
の池にブラックバスが放流されてからは、
かってほど見かけなくなった。

加古大池

加古川水系のため池には普通に生息して
いる。人の気配を感じると警戒してすぐ
に隠れるが、餌付けされているのか人を
あまり警戒しない個体がいる池もある。
有害鳥獣駆除のための箱ワナが設置され
ている池も多い。

ヌートリア（特定外来生物）

ペットとして飼われていたミドリガメが
大きくなったもので、今やため池のカメ
と言えば本種のこととなっているほど数
は多い。在来種のクサガメははるかに少
なく、イシガメに至っては絶滅が危惧さ
れている。気性が荒いわりには草食傾向
が強い。

ミシシッピアカミミガメ（要注意外来生物）

ウシガエル（特定外来生物）
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サギ類はため池の浅瀬でよく見られる。
アオサギ、ダイサギは以前より増えてい
るように思えるが、逆にコサギは少なく
なった。オレンジ色のアマサギは周辺の
田んぼに多い。

池干しなど、昔からの農村文化に適応し
た水生植物と言われているが、近年の農
業形態の変化により生育する池が減って
いる。独特な名前と花の形からいつまで
も残ってほしい植物である。

南方系の種で温暖化に伴い急激に分布を
広げ、ため池周辺の農耕地や堤に多い。
幼虫はスミレの仲間を食べ、園芸種のパ
ンジーを特に好む。ツマグロ部分がある
のはメスだけでオスには無い。

写真の円形部分は本種の産卵床で池畔の
浅いところに作られる。オスが直径
15cmほどのすり鉢状の床を掘り、メ
スを招き入れ産卵させる。オスは孵化す
るまで卵を外敵から守る。雑食性で魚卵、
水生昆虫など何でも食べ、前種とともに
生態系に大きな影響を及ぼしている。

1980年代に日本に導入された本種は、
花が美しいことなどから大切にされ、在
来のアヤメ属植物が相次いで絶滅危惧種
となる中、瞬く間に全国に広がった。湿
地や池畔に繁茂し、生命力が強く根絶が
難しいため今でも勢力を拡大している。

アメリカ原産の外来生物で兵庫県では
1990年代に発見され、今では各地の
ため池で見られるようになった。ムシの
名がついているが、昆虫ではなく外肛動
物に属している。小さな個虫が集まって
寒天物質を出し、群体と呼ばれる一つの
塊を形成している。卵が水鳥の足につい
て分布を広げると言われる。

アオサギ（右）とコサギ（左）ガガブタ ツマグロヒョウモン

多くのカモ類は冬にシベリアなどから渡
ってくるが、近年、本種の一部が春にな
っても帰らず、留まって繁殖をしている
ことが報告されている。当地でも雛を連
れた本種をよく見かけるようになった。

南方系の種で、兵庫県の本州部では30
年ほど前に明石市で最初に確認され、現
在では瀬戸内側一帯に広く分布している。
元から生息していたウチワヤンマが減少
傾向なのに対し、本種は増加している。

カルガモ
夏から秋にかけて水面を覆うように繁茂
し、冬には大量の実が水際に打ち上げら
れる。実は食用にされるが、鋭い棘があ
り刺さるとなかなか取れない。草食性の
強いアメリカザリガニが減ってヒシが増
えたという話もある。

ヒシ タイワンウチワヤンマ

一般にはブラックバスの名前で知られて
いる。写真は幼魚で、この頃はカムルチ
ー（別名ライギョ・要注意外来生物）の
幼魚やブルーギルと小さな群れを作って
水面付近を泳いでいる。次種のブルーギ
ルとともに在来種の生息にとって最大の
脅威となっている。

写真は池畔の植物に産みつけられた卵塊
で、ジャンボタニシとも言われている。
食用として導入し養殖されていたものが、
法律が改正されたことにより野外に遺棄
され全国に広がった。水稲への食害が報
告されており、分布の拡大が懸念されて
いる。

オオクチバス（特定外来生物）

一見背の高いタンポポのようで、春に農
耕地や池の堤を一面黄色く染めているの
は本種の場合が多い。春だけではなく少
ないながら秋まで見られる。

ブタナ（要注意外来生物）

スクミリンゴガイ（要注意外来生物）

ブルーギル（特定外来生物）キショウブ（要注意外来生物） オオマリコケムシ
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兵
庫
の
山
々
は
シ
カ
が
過
密
状
態
と
な
っ
て
、
多
く
の

野
生
植
物
が
衰
退
す
る
一
方
、
シ
カ
が
好
ま
な
い
植
物

（
シ
カ
不
嗜
好
性
植
物
）
が
優
占
し
、
群
落
を
つ
く
り
は

じ
め
ま
し
た
。
時
に
は
美
し
い
花
畑
が
生
ま
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
不
気
味
な
美
し
さ
の
花
畑
で
す
。

１
．
ミ
ツ
マ
タ

　

サ
ク
ラ
の
花
の
咲
く
こ
ろ
、
県
北
部
で
は
ミ
ツ
マ
タ
の

花
畑
が
出
現
し
ま
す
。
ミ
ツ
マ
タ
は
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
の

樹
木
で
和
紙
の
原
料
と
し
て
広
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
29
年
発
行
の
兵
庫
の
林
業
に
、
栽
培
や
出
荷
の
状
況

写
真
が
掲
載
さ
れ
、

５
ha
以
上
の
栽
培
地

が
、
県
北
部
を
中
心

に
20
か
所
以
上
栽
培

さ
れ
て
い
た
こ
と
も

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

栽
培
さ
れ
な
く
な
っ

て
か
ら
は
、
他
の
植

物
に
被
圧
さ
れ
、
す

っ
か
り
衰
退
し
て
い

た
の
で
す
が
、
20
年
ほ
ど
前
か
ら
一
気
に
勢
力
を
拡
大
し

て
い
ま
す
。

（
写
真
１　

２
０
１
３
年
４
月
朝
来
市
）

２
．
ジ
ャ
ケ
ツ
イ
バ
ラ

　

ジ
ャ
ケ
ツ
イ
バ
ラ
は
漢
字
で
蛇
結
茨
と
書
き
ま
す
。
マ

メ
科
の
ツ
ル
性
樹
木
で
、
枝
は
す
る
ど
い
棘
に
お
お
わ
れ

て
い
る
た
め
、
物
理
的
に
シ
カ
が
敬
遠
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
初
夏
に
河
川
の
岸
、
荒
廃
地
、
林
縁
部
な
ど
に
群
生

す
る
、
黄
色
い
花
の

集
団
は
、
鮮
や
か
す

ぎ
て
異
様
な
雰
囲
気

を
感
じ
ま
す
。
最
近

は
シ
カ
に
摂
食
さ
れ

た
痕
跡
が
目
に
つ
く

よ
う
に
な
り
、
拡
大

の
勢
い
が
止
ま
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（
写
真
２　

２
０
０
９
年
５
月
朝
来
市
）

３
．
シ
ャ
ガ

　

林
床
や
山
際
の
道
端
で
よ
く
見
か
け
る
ア
ヤ
メ
科
の
植

物
で
す
が
、
近
年
は
大
規
模
な
群
落
が
、
各
地
で
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
シ
カ
が
分
布
を
拡
大
し
た
近
畿

の
各
地
で
、
シ
ャ
ガ
の
大
群
落
が
出
現
し
、
ウ
ス
バ
シ
ロ

チ
ョ
ウ
と
い
う
チ
ョ
ウ
の
生
息
地
を
次
々
占
拠
し
て
、
絶

滅
に
追
い
込
ん
で
い
ま
す
。
写
真
は
養
父
市
妙
見
山
の
日

光
院
裏
山
の
大
群
落

で
す
が
、
２
０
１
４

年
に
は
シ
カ
の
採
食

跡
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
２
０
１
５

年
は
群
落
の
衰
退
が

見
ら
れ
ま
す
。

（
写
真
３　

２
０
１

３
年
５
月
養
父
市
）

４
．
ノ
コ
ン
ギ
ク

　

草
原
や
農
地
周
辺
で
見
ら
れ
る
キ
ク
科
の
多
年
生
植
物

で
す
。
数
年
前
の
晩
秋
に
神
河
町
の
峰
山
高
原
の
一
角
で

ノ
コ
ン
ギ
ク
の
花
畑
を
見
つ
け
ま
し
た
。
峰
山
高
原
は
特

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
異
常
繁
殖
に
よ
る
自
然
環
境
の
変
化（
２
）

２
．シ
カ
の
過
密
地
域
で
生
ま
れ
た
花
畑�

近
藤
伸
一
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に
シ
カ
の
密
度
が
高
く
、
シ
カ
の
不
嗜
好
性
植
物
が
優
占

し
て
、
花
を
つ
け
る
植
物
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
、

こ
の
花
畑
は
昆
虫
た
ち
の
オ
ア
シ
ス
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

無
数
の
ハ
チ
や
ハ
エ
が
羽
音
を
立
て
て
飛
び
回
り
、
驚
く

ほ
ど
多
数
の
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ
類
な
ど
の
チ
ョ
ウ
類
が
、

吸
蜜
に
来
て
い
ま
し
た
。

　

後
日
ノ
コ
ン
ギ
ク
の
採
食
実
験
を
し
た
と
こ
ろ
、
ヨ
メ

ナ
、
ヤ
ク
シ
ソ
ウ
、

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
な
ど

他
の
キ
ク
科
植
物
は

食
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、

ノ
コ
ン
ギ
ク
だ
け
が

食
べ
ら
れ
ず
に
残
り

ま
し
た
。（
写
真
４

　

２
０
１
２
年
10
月

神
河
町
）

５
．
ナ
ル
ト
サ
ワ
ギ
ク

　

ア
フ
リ
カ
、
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
原
産
の
キ

ク
科
の
植
物
で
、
世

界
各
地
に
広
が
り
、

兵
庫
県
に
は
淡
路
島

の
南
部
に
侵
入
し
て
、

淡
路
島
で
は
見
慣
れ

た
風
景
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ナ
ル

ト
サ
ワ
ギ
ク
は
日
本

在
来
の
生
態
系
を
損
ね
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
外
来
生
物

法
で
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
、
移
動
は
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
繁
殖
力
が
強
く
、
シ
カ
の
不
嗜
好
性
植

物
で
も
あ
る
た
め
、
勢
い
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

（
写
真
５　

２
０
０
７
年
12
月
洲
本
市
）

６
．
ジ
キ
タ
リ
ス

　

地
中
海
付
近
を
原
産
と
し
て
、
世
界
中
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
園
芸
植
物
で
す
。
10
年
ほ
ど
前
か
ら
集
落
の
周
辺
で

庭
か
ら
逸
出
し
た
と
思
わ
れ
る
個
体
が
ポ
ツ
ポ
ツ
と
目
に

つ
き
始
め
、
最
近
で

は
過
疎
の
村
や
、
廃

屋
の
周
辺
で
群
生
を

始
め
ま
し
た
。
葉
に

は
劇
薬
で
も
あ
る
狭

心
症
の
薬
の
成
分
が

含
ま
れ
る
た
め
、
シ

カ
は
食
べ
な
い
よ
う

で
す
。

（
写
真
６　

２
０
１

４
年
６
月
養
父
市
）

７
．
ク
リ
ン
ソ
ウ

　

山
あ
い
の
湿
地
に
生
え
る
美
し
い
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
の
植

物
で
、
県
内
で
は
分
布
場
所
が
限
ら
れ
、
採
集
圧
も
加
わ

っ
て
、
兵
庫
県
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
Ｂ
ラ
ン
ク
に
選
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
近
年
は
、
シ
カ
の
採
食
で
競
争
相

手
の
植
物
が
減
少
し
た
結
果
、
篠
山
市
や
宍
粟
市
千
種
町

で
は
大
群
落
が
見
ら
れ
ま
す
。
最
近
は
南
但
馬
の
谷
部
な

ど
で
も
ぽ
つ
ぽ
つ
と

見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
養
父
市
内
の
廃

屋
で
は
、
庭
で
栽
培

し
て
い
た
も
の
が
逸

出
し
て
、
群
落
を
形

成
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

（
写
真
７　

２
０
１

０
年
５
月
篠
山
市
）

８
．
中
国
の
サ
ク
ラ
ソ
ウ
（
参
考
）

　

写
真
は
中
国
雲
南
省
の
北
部
山
岳
地
帯
に
あ
る
ヤ
ク
の

放
牧
地
で
す
。
中
央
の
動
物
が
ヤ
ク
で
す
。
ヤ
ク
は
サ
ク

ラ
ソ
ウ
を
食
べ
な
い
た
め
、
ピ
ン
ク
や
黄
色
の
サ
ク
ラ
ソ

ウ
が
大
群
落
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。
別
の
地
域
で
も
馬

の
放
牧
地
で
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
群
落
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ヤ

ク
や
馬
な
ど
の
家
畜

類
は
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の

仲
間
を
敬
遠
す
る
よ

う
で
、
放
牧
場
に
は

広
大
な
サ
ク
ラ
ソ
ウ

の
草
原
が
生
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

（
写
真
８　

２
０
０

７
年
６
月
中
国
雲
南

省
）
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紅
葉
の
氷
ノ
山
林
道
で
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

１
．
開
催
概
要

　

平
成
15
年
秋
か
ら
、
森
林
基
幹
道
「
瀞
川
・
氷
ノ
山

線
」
で
実
施
し
て
い
る
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
去
る

10
月
30
日
に
開
催
し
、
紅
葉
の
氷
ノ
山
・
瀞
川
山
周
辺
の

自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
都
市
住
民
の
方
々
を
中
心
に

森
林
・
林
業
の
大
切
さ
や
林
道
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
当
治
山
林
道
協
会
と
兵
庫
県
治
山

課
並
び
に
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
朝
来
農
林
振
興
事
務
所
と

の
共
催
で
、
地
元
養
父
市
の
ご
協
力
を
得
て
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
「
県
民
だ
よ
り
ひ
ょ
う
ご
」
や
新
聞
掲
載
で
の

募
集
活
動
が
う
ま
く
い
か
ず
主
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
募

集
と
な
り
ま
し
た
が
、
約
90
名
の
応
募
が
あ
り
抽
選
で
40

名
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
．
行
程

　

元
町
の
林
業
会
館
前
を
８
時
過
ぎ
に
大
型
バ
ス
で
出
発

し
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
近
藤
伸
一
氏
と
佐
藤
邦
夫
氏
に

同
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
車
内
に
お
い
て
資
料
の
配

布
並
び
に
行
程
の
説
明
を
行
っ
た
後
に
、
近
藤
講
師
か
ら
、

瀞
川
・
氷
ノ
山
林
道
周
辺
の
四
季
の
自
然
や
植
物
の
風
情

を
紹
介
し
て
、
自
然
観
察
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

養
父
市
の
「
あ
ゆ
公
園
」
で
養
父
市
と
朝
来
農
林
振
興

事
務
所
の
職
員
と
合
流
し
横
行
渓
谷
へ
入
り
、
横
行
渓
谷

の
入
り
口
に
あ
る
但
馬
の
名
水
の
一
つ
「
ぶ
な
の
し
ず

く
」
で
の
ど
を
潤
し
ま
し
た
。

　

渓
谷
の
木
々
の
間
を
縫
っ
て
、
林
道
瀞
川
・
氷
ノ
山
線

に
入
り
、
養
父
市
と
宍
粟
市
の
境
界
に
あ
る
「
国
境
の

駅
」
か
ら
ブ
ナ
林
を
観
察
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま

し
た
。「
ブ
ナ
の
観
察
駅
」
で
記
念
撮
影
。
さ
ら
に
通
称

「
額
縁
ブ
ナ
」
と
呼
ば
れ
る
４
本
の
ブ
ナ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
大
段
ヶ
平
で
但
馬
の
山
々
を
眺
め
な
が
ら
の

昼
食
で
す
。
地
元
の
食
材
を
使
っ
て
の
お
弁
当
は
大
好
評

で
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
県
下
１
大
き
い
ミ
ズ
ナ
ラ
の
木
や
ハ
リ
ギ

リ
の
木
を
観
察
し
、
ブ
ナ
や
ト
チ
の
巨
木
が
両
わ
き
に

並
ぶ
巨
木
を
観
察
し
な
が
ら
の
「
巨
木
の
谷
駅
」
ま
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
最
後
に
「
別
宮
の
大
カ
ツ
ラ
」
を

見
学
し
て
、
全
行
程
を
終
え
ま
し
た
。

　
「
道
の
駅
但
馬
蔵
」
で
大
型
バ
ス
に
乗
り
換
え
、「
道
の

駅
ま
ほ
ろ
ば
」
で
休
憩
し
、
三
宮
に
午
後
６
時
ご
ろ
に
到

着
し
ま
し
た
。

　

曇
り
空
で
肌
寒
い
の
も
と
、
氷
ノ
山
の
山
頂
付
近
で
は

す
で
に
落
葉
も
始
ま
り
、
冬
仕
度
を
迎
え
た
、
氷
ノ
山
の

自
然
に
触
れ
合
え
る
日
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
及
び
関

係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
に
無
事
終
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

３
．
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

Ｑ
、�

こ
れ
ま
で
、
林
道
を
つ
く
る
こ
と
に
対
し
て
、
自
然

破
壊
（
自
然
へ
の
負
荷
）
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い

ま
し
た
か
？

Ｑ
、�

Ｑ
の
他
に
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま

し
た
か
？
ご
自
由
に
お
書
き
下
さ
い
。

◦�

樹
木
の
運
搬
な
ど
に
是
非
必
要

◦�

道
は
必
要
な
も
の
だ
か
ら
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、

も
し
自
然
破
壊
と
か
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
の
な
ら

Ｐ
Ｒ
な
り
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

◦
仕
事
に
も
生
活
に
も
必
要
と
思
っ
て
い
た
。

◦�

観
光
先
の
も
の
が
多
い
。
公
共
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
優

先
森
林
の
手
入
れ
に
必
要
不
可
欠
な
道

◦
林
道
は
地
元
産
業
を
支
え
る
道
路

◦
必
要
以
上
に
舗
装
整
備
が
な
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

◦�

調
査
、
地
元
の
方
々
の
生
活
の
道
、
林
業
従
業
者
ハ
イ

カ
ー
の
避
難
・
救
急
の
道

◦
山
林
を
守
る
為
に
、
最
低
限
必
要
な
こ
と
と
思
う
。

◦
自
然
ら
し
さ
が
失
わ
れ
る
。

Ｑ
、�

今
回
の
林
道
は
、
自
然
環
境
に
対
し
負
荷
を
与
え
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
か
？

③
どちらとも
いえない
35%

⑤
ほとんど
ない
22%

①とても
　大きい
　5%

②少し
　大きい
　3％

①とても大きい
②少し大きい
③どちらともいえない
④少ない
⑤ほとんどない

未回答　1人

2
1
13
13
8

5.4％
2.7％
35.1％
35.1％
21.6％

④少ない
35%

少し
持っていた
24%

全く持って
いない
18%

わからない
0%

かなり
持っていた
5%

かなり持っていた
少し持っていた
どちらともいえない
あまり持っていない
全く持っていない
わからない

未回答　0人

2
9
4
16
7
0

5.3％
23.7％
10.5％
42.1％
18.4％
0.0％

どちらとも
いえない
11%

あまり
持っていない
42%

第39号 （18）兵庫の治山・林道と森林整備
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編

集

後

記

　

開
校
１
３
０
年
を
超
え
る
宍
粟
市
立
下
三
方

小
学
校
が
、
本
年
度
を
も
っ
て
閉
校
に
な
る
と

聞
い
た
。
現
児
童
数
50
名
足
ら
ず
の
小
学
校
だ

が
、
近
年
の
急
激
な
児
童
数
の
減
少
に
伴
い
、

学
校
規
模
適
正
化
に
よ
る
新
校
の
発
足
に
よ
る

も
の
と
の
こ
と
。

　

本
校
は
、
昭
和
51
年
9
月
の
台
風
17
号
に
よ

る
豪
雨
で
、
土
塊
量
１
０
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル

に
も
及
ぶ
地
す
べ
り
に
よ
り
被
災
し
、
位
置
を

南
に
移
し
て
昭
和
53
年
12
月
に
再
建
さ
れ
た
も

の
で
、
例
年
災
害
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
「
山

津
波
集
会
」
を
開
催
し
て
い
る
と
聞
く
。
昨
年

の
10
月
27
日
に
は
光
都
農
林
事
務
所
主
催
に
よ

る
「
防
災
学
習
会
」
を
開
催
し
、
こ
の
と
き
は

当
協
会
の
土
石
流
実
験
装
置
を
活
用
し
て
の
学

習
の
ほ
か
、
児
童
た
ち
を
昭
和
52
年
度
施
工
の

排
水
ト
ン
ネ
ル
内
に
案
内
し
、
防
災
施
設
の
説

明
も
行
わ
れ
た
。
児
童
た
ち
は
身
近
に
あ
る
施

設
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
初
め
て
ト
ン
ネ
ル
内
を

流
れ
落
ち
る
大
量
の
地
下
水
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
非
常
に
驚
い
て
い
た
そ
う
だ
。

　

閉
校
は
時
代
の
流
れ
で
や
む
を
え
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
地
す
べ
り
発
生
か
ら
約
40
年

間
、
地
元
住
民
の
方
々
も
普
段
目
に
し
な
い
場

所
で
、
動
力
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
頼
ら
ず
、
特
に

大
き
な
維
持
経
費
を
必
要
と
せ
ず
、
地
す
べ
り

の
発
生
を
抑
制
し
続
け
て
い
る
治
山
施
設
の
役

割
は
、
災
害
の
記
憶
と
と
も
に
長
く
伝
え
て
行

き
た
い
。

治
山
学
習
ビ
デ
オ
に
つ
い
て
（
そ
の
２
）

　

前
号
で
は
、
普
及
宣
伝
の
学
習
用
ビ
デ
オ
「
少

年
と
山
の
精
霊
（
仮
題
）」
の
ロ
ケ
が
5
月
か
ら

始
っ
た
こ
と
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　

少
年
と
謎
の
老
人
が
作
り
出
す
不
思
議
な
ス

ト
ー
リ
ー
で
す
が
、
こ
の
11
月
に
は
秋
の
ロ
ケ
を

無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

秋
の
ロ
ケ
で
は
、
主
人
公
の
少
年
が
成
人
し
、

市
役
所
の
防
災
担

当
者
と
な
っ
て
、

社
会
見
学
の
少
女

へ
の
指
導
を
通
し

て
、
山
地
災
害
の

恐
ろ
し
さ
や
治
山

施
設
な
ど
を
紹
介

し
て
い
く
ス
ト
ー

リ
ー
で
す
。

　

紹
介
す
る
も
の

は
主
に
宍
粟
市
内

で
の
防
災
訓
練
の

状
況
や
治
山
施
設

で
、
治
山
ダ
ム
や

法
枠
工
、
落
石
防

止
工
、
集
水
井
工

の
ほ
か
、
排
水
ト

ン
ネ
ル
も
あ
り
、

非
常
に
盛
り
だ
く
さ
ん
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
排

水
ト
ン
ネ
ル
は
、
宍
粟
市
一
宮
町
福
知
に
位
置
し

て
お
り
、
昭
和
51
年
の
福
知
の
地
す
べ
り
災
害
後

に
施
工
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

本
誌
の
表
紙
写
真
は
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
内
で
ロ

ケ
を
し
た
と
き
の
も
の
で
す
。

　

現
在
、
学
習
ビ
デ
オ
の
編
集
作
業
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
の
3
月
に
完
成
予
定
で
す
の
で
、
お
楽

し
み
に
。

協 会 だ よ り

「やまなみ」には森
も り

林にやさしい再生紙を使用しています。
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